
Ｃ �数を解にもつ�次方程式

2A数 Aα,A β Aに対して,A p= α+ β,A q= αβ Aとすると,A α,A β Aを A2A解にもつ

A2A次方程式の A1Aつは，



− p+ q=0

■� �次関数

Ａ 最大値・最小値

例 2 関数 Af = 

−2+3Aについて,A以下のそれぞれの場合に最大値,A最小値が

あれば求めよ．

⑴ 定義域が A−2≦ ≦0

⑵ 定義域が A0≦ ≦3

⑶ 定義域が A0< <3

解 f =−1

+2Aと変形できるので,A = f Aのそれぞれの定義域におけ

るグラフをかいて考える．

⑴ 右のグラフより，

最大値は A11,A

最小値は A3

⑵ 右のグラフより，

最大値は A6,A

最小値は A2
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⑶ 右のグラフより，

最大値はなし,A

最小値は A2

Ｂ �次不等式の解とグラフ

例 3 次の A2A次不等式を解け．

⑴ 

+2−1≧0 ⑵ 


+ +1≧0

解

⑴ 

+2−1=0A を解くと,A =−1±  2 A であるから,A = 


+2−1A のグ

ラフは次のようになる．



+2−1≧0Aの解は,Aグラフの A A座標が A0A以上となる A A座標の範囲なの

で，

≦−1−  2， −1+  2 ≦ 

⑵ 

+ +1=+

1

2 


+
3

4
Aであるから,A = 


+ +1Aのグラフは次のよう

になる．



+ +1≧0Aの解は,Aグラフの A A座標が A0A以上となる A A座標の範囲なので，

 Aはすべての実数
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2・3 ,A  Aが A0≦ ≦ ≦2Aを満たして変化するとき，

z=3

− −2+ +1

の最小値を求めよ．
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